
東京バプテスト神学校 

 

派遣理事：石井規之（多摩みぎわ教会）、岡村直子（東京第一教会）、内藤崇（目白ヶ丘教会） 

校長：藤井秀一、事務長：村上千代 

                                                               （敬称略、以降 同 ） 

 

 

2023年度活動報告 

１．2023年度東京バプテスト神学校 校長報告 

東京連合諸教会・伝道所の皆様の絶えざる祈りとご支援の下、私たちは主の恵みにより 2023

年度も東京バプテスト神学校（以下、東バプ）の使命を果たしてまいりました。本年度、校

長、教務主任、学生主任の職が新たな働き人に委ねられ、この新体制のもとでミッションス

テートメントに基づくカリキュラムの再評価を含む、新しい取り組みが始動しています。 

東バプの根幹をなす使命は、「神学教育を通じて、教会の働きを担う信徒および教役者を

社会に送り出す」ことにあります。この目的を念頭に置きつつ、またバプテストの伝統に則

った「みんなの神学校」として、私たちはこの変動の多い時代に柔軟にかつ果敢に対応して

参ります。 

皆様の一層の祈りと支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

 

２．学生数 22名  

 本科 本科聴講 神学専攻科 
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科聴講 

教会音楽 
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計 
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(人) 
8 2 11 0 0 0 1 22 

（備考）後期休学 2名 22→20 

 

３．2023年度入学者 

前期入学者 7名（神学専攻科 5名、神学本科 1名、信徒リーダー養成コース 1名） 

 



 

 

  



４．2023年度卒業生（神学専攻科 5名、神学本科 4名） 

 

 

 

 

  



５．2023年度前期受講状況 

授業開始：4月 10日（月） 教会音楽科を除いてすべてオンライン（Zoomライブ、YouTube

ビデオ通信）での授業となった。 

オープンウィーク 4月 10日（月）～15日（土） 

① 課目ごとの受講者数    （  ）講師  共同＝教会共同受講  

月：公開講座「宣教学」（松谷信司、上中栄、濱野道雄） 

受講者 31名、共同 19名（6教会） 計 50名 

月：「教会史Ⅲ」（坂本誠） 受講者 4名 

火：「旧約聖書概論」（日髙嘉彦） 受講者 14名 

火：「賛美歌学」（江原美歌子） 受講者 6名 

木：公開講座「マルコ福音書を読む」（森淳一） 受講者 12名、共同 2（1教会） 計 14名 

木：「ギリシャ語を学ぼうⅠ」（城倉啓） 受講者 14名 

金：公開講座「新しい聖書の学び」（山口里子）受講者 26名、共同 6名（3教会） 計 32名 

      ※山口里子講師が体調不良で途中降板。藤井秀一、城倉啓、林健一が代講 

金：「教会形成論」（内藤淳一郎） 受講者 11名 

 

＊教会音楽科 

土：公開講座「合唱」（山中臨在） 受講者 12名 

 

② 夏期公開講座 

講師：平良愛香（日本基督教団川和教会牧師、農村伝道神学校校長） 

日程：2023年 8月 10日（木）、11日（金、休） 

テーマ：「LGBTとジェンダー問題とキリスト教：性の多様性とキリスト教」 

＜2023年度夏期公開講座参加者内訳＞ 

受講生：本科生・聴講生 7名、専攻科生 9名、一般受講者 3名 

割引対象者：牧師 6名、卒業生 6名、後援会 14名、理事 3名 

教会共同受講(7教会) 23名、スタッフ・講師 8名 【合計 79名】 

 

６．2023年度後期受講状況   

授業開始：10月 10日（火） 授業は、前期同様、教会音楽科を除いてすべてオンライン（Zoom

ライブ、YouTubeビデオ通信）。 

オープンウィーク 10月 10日（火）～16日（月） 

① 課目ごとの受講者数  （  ）講師   共同＝教会共同受講  

月：公開講座「キリスト教倫理Ⅱ～どう生きる、聖書」（吉田真司、他） 

       受講者 18名、共同 8名（3教会） 計 26名 

月：「新約聖書概論」（坂元俊郎） 受講者 5名 



火：公開講座「宗教学：日本の宗教性とキリスト教」（石田学、ナザレﾝ教団） 

   受講者 12名、共同 4名（2教会） 計 16名 

火：「組織神学Ⅰ」（朴思郁） 受講者 5名 

木：「ギリシャ語を学ぼうⅡ：使徒言行録を読む」（城倉啓）  受講者 15名 

木：「礼拝学Ⅰ」（藤井秀一） 受講者 6名 

金：公開講座「旧約釈義：エゼキエル書を読む」（日髙嘉彦） 受講者 14名 

金：「牧会学」（友納靖史、松村誠一） 受講者 13名 

 

＊教会音楽科 

土：公開講座「合唱」（山中臨在） 受講者 15名 

 

② 冬期公開講座 

講師：平良愛香（日本基督教団川和教会牧師、農村伝道神学校校長） 

日程：12月 26日（火）、27日（水） 

テーマ：「LGBTとジェンダー問題とキリスト教：合意って何？」 

＜2023年度冬期講座参加者内訳＞ 

受講生：本科生・聴講生 5名、専攻科生 10名、一般受講者 2名 

割引対象者：牧師 2名、卒業生 4名、後援会 11名、理事 1名 

教会共同受講(5教会)17名、スタッフ・講師 9名 【合計 61名】 

 

2023年度評価と反省 

・2023 年度のスタートは前年度 25 名から 3 名減少し 22 名でスタートしました（本科 8 名、

神学専攻科 11名、信徒リーダー養成コース 1名、本科聴講 2名） 

・本科卒業 4名、神学専攻科修了 5名。専攻科修了者は全員、牧師、副牧師、教育担当牧師、

伝道師として招聘され、本科卒業生のうち 3 名は専攻科へ進学、1 名はすでに主事として

働いており、それぞれ送り出すことができ感謝でした。 

・スタッフ 3名（校長、教務主任、学生主任）の交代とともに、2025年度から施行する新カ

リキュラムを策定する「新カリキュラム委員会」が設置され、協議が始められました。「み

んなの神学校」というコンセプトを掲げ、カリキュラムのシンプル化及び、神学科、教会

教育科、音楽科などの枠組み全体の見直し、本科 2 年、専攻科 3 年への移行など検討を重

ねてきました。 

・神学科の講義は、オンラインによるライブ及びビデオを基本としつつ、今年度は、各講座

で 15回講義のうち 1回を対面で行い、講師と生徒の交流をはかりました（講師や受講者の

状況で対面ができなかった講座もある）。また夏期講座にて「在学生カフェ」として在学生

と講師、スタッフの交わりの時をもち好評でした。これらの交わりは今後も継続していき

ます。 



・茗荷谷教会からの要望を受け、昨年度から土曜日に行う音楽科の授業を茗荷谷教会の３Fで

はなく、他の教会を借りて行ってきました。今年度は、大井バプテスト教会を使用させて

いただきました。感謝します。 

・神学校理事会に「移転検討委員会」が設置され、神学校のこれからを見据えた、移転計画の

検討が始められています。 

 

2024年度活動計画 

・2025年度からの「新カリキュラム」移行前の最後の年度として、通常の学校校務と並行し

て、「新カリキュラム」移行準備を行っていきます。9月には、新カリキュラムに基づいた

「学校案内」を諸教会・伝道所にお送りするとともに、「みんなの神学校」のコンセプトを、

神学校ニュースを始め、様々な媒体を通してアピールしていきます。 

・後援会のオンライン月々支援が徐々に増えていることに感謝しています。この月々支援が、

これからの神学校の働きを支える可能性に期待するものとして、加入者を増やすことに努

めていきたいと思っています。 

・移転検討委員会と理事会の協議を踏まえ、移転に関わる準備について引き続き検討してい

きます。 

 

2024年度スタッフ・理事体制 

校長：藤井秀一（花小金井教会）        理事長：奥田 稔（沼田伝道所） 

教務主任：城倉 啓（泉教会）           理事会推薦理事：秋山信夫（上尾教会） 

学生主任：林 健一（大泉教会）                         岩瀬 礼（綾瀬小園教会） 

教会音楽科主任：十時節子（府中教会）  東京連合選出理事：石井規之（多摩みぎわ教会） 

事務長：村上千代（泉教会）                              文 廷翼（立川教会） 

事務：林 雄植（渋谷教会）                               内藤 崇（目白ヶ丘教会） 

：小牧由香（常盤台教会）          北関東連合選出理事：岡田利男（浦和教会） 

監事：五島裕紀子（三鷹教会）                              足立智幸（宮原教会） 

                      神奈川連合選出理事：中澤なつみ（洋光台教会） 

勝俣昌也（青葉教会） 

 

 

神学校後援会 

会長：秋山信夫（上尾教会）、副会長：山岸 明（仙川教会） 

書記：岩瀬 礼（綾瀬小園教会）、会計：村上千代（神学校事務長） 

 

 

 



2024年度前・後期 開講課目 
 

 

 



2024年度前期入学者 

 

 

  



＜会計報告＞2024年度予算 

 

  



2022年度監査報告 

 


